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軸
に
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
） 

赤
毛
犬
「
と
ち
蔵
」
の
転
生
騒
動
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
拙
稿

「
犬
の
伊
勢
参
り
と
転
生
」『
日
本
文
学
研
究
誌
』
第
七
輯
、
大
東
文

化
大
学
日
本
文
学
専
攻
、
二
〇
〇
九
年
。

（
6
） 

一
九
八
〇
年
代
以
降
、
長
野
県
の
赤
穂
高
校
、
川
崎
市
の
法
政
第
二

高
校
そ
れ
ぞ
れ
の
「
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
よ
っ
て
登
戸
研
究
所
関

係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
、
の
ち
に
元
研
究
員
の
伴
繁
雄

に
よ
る
『
陸
軍
登
戸
研
究
所
の
真
実
』
出
版
に
繋
が
っ
た
（
芙
蓉
書

房
、
二
〇
一
〇
年
）。
詳
細
は
以
下
を
参
照
。『
明
治
大
学
平
和
教
育

登
戸
研
究
所
資
料
館
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』（
明
治
大
学
平
和
教
育
登
戸

研
究
所
資
料
館
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）。

（
7
） 『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
十
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
。

（
8
） 

小
松
和
彦
『
妖
怪
文
化
入
門
』
角
川
書
店
、
二
〇
一
二
年
（
せ
り
か

書
房
、
二
〇
〇
六
年
初
出
）。

（
9
） 

東
ア
ジ
ア
恠
異
学
会
『
怪
異
学
入
門
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
二
年
。

（
10
） 

飯
倉
義
之
「
妖
怪
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
生
き
る
│
複
数
の
リ
ア
リ
テ
ィ

に
〈
憑
か
れ
る
〉
研
究
の
可
能
性
│
」『
現
代
民
俗
学
研
究
』
第
七

号
、
現
代
民
俗
学
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

 

（
い
ま
い
・
ひ
で
か
ず
／
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）

【
第
六
九
回
研
究
例
会
　〈
怪
異
〉の
聞
き
方
・
書
き
取
り
方
─〈
口
承
〉研
究
の
視
点
か
ら
】

怪
談
を
束
ね
る

│
明
治
後
期
の
新
聞
連
載
記
事
を
中
心
に

一 

柳　

廣 

孝

は
じ
め
に

明
治
期
に
新
た
な
言
説
の
場
と
し
て
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
新
聞
メ
デ
ィ

ア
は
、
明
治
三
十
年
代
半
ば
に
な
る
と
積
極
的
に
怪
談
を
取
り
上
げ
始
め

た
。
長
ら
く
幽
霊
や
妖
怪
は
前
時
代
の
迷
信
の
象
徴
と
し
て
排
斥
の
対
象

と
さ
れ
て
き
た
が
、
か
と
い
っ
て
怪
異
に
関
す
る
話
題
が
消
え
去
っ
た
訳

で
は
な
い
。
巷
で
語
ら
れ
る
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、
読
者
は
怪
異
を
扱
っ
た

記
事
に
関
心
を
抱
き
続
け
て
い
た
よ
う
だ
（
１
）。

恐
ら
く
そ
こ
に
は
、
上
か
ら

押
し
付
け
ら
れ
た
「
文
明
開
化
」
に
対
す
る
庶
民
の
違
和
感
も
反
映
し
て

い
た
だ
ろ
う
。

た
だ
こ
れ
ら
の
怪
異
は
、
あ
く
ま
で
新
し
い
世
に
な
っ
て
も
な
お
残
滓
を

と
ど
め
て
い
る
迷
信
の
現
わ
れ
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
。
で
は
な
ぜ
、
新

聞
メ
デ
ィ
ア
は
怪
異
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
続
け
た
の
か
。
庶
民
へ
の
啓

蒙
の
た
め
か
。
そ
れ
と
も
彼
ら
の
怪
異
に
対
す
る
尽
き
せ
ぬ
興
味
を
満
た
す

た
め
だ
っ
た
の
か
。
な
ら
ば
怪
異
は
、
新
た
な
価
値
観
に
身
を
包
ん
だ
知
識
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人
と
巷
の
人
々
と
の
闘
争
の
場
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
当
初
、
圧
倒
的
に
優

位
だ
っ
た
合
理
主
義
的
解
釈
に
カ
ウ
ン
タ
ー
的
な
視
点
が
提
示
さ
れ
始
め
る

の
が
、
明
治
三
十
年
代
半
ば
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
変
化
が
も
っ
と
も
明

瞭
な
形
で
新
聞
紙
上
に
投
影
さ
れ
た
の
が
、
怪
談
の
連
載
だ
っ
た
（
２
）。

怪
談
の
連
載
と
は
、
あ
る
指
向
性
に
し
た
が
っ
て
多
数
の
怪
談
を
配
置
す

る
行
為
で
あ
る
。
新
聞
メ
デ
ィ
ア
の
読
者
戦
略
は
、
怪
談
を
束
ね
る
た
め
に

い
か
な
る
枠
組
み
を
設
定
す
る
か
、
と
い
う
点
に
顕
著
に
現
わ
れ
る
。
そ
し

て
そ
の
枠
組
み
は
、
同
時
代
の
読
者
の
関
心
の
あ
り
よ
う
と
連
動
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
明
治
後
期
に
各
種
新
聞
に
登
場
す
る
連
載
怪
談
に
注
目
し
、
新

聞
メ
デ
ィ
ア
の
編
集
方
針
や
そ
の
特
徴
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
同
時
代

の
怪
談
を
め
ぐ
る
言
説
空
間
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

１　

明
治
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
怪
異
の
位
置

怪
異
を
「
迷
信
」
と
否
定
す
る
解
釈
枠
の
揺
ら
ぎ
は
、
例
え
ば
茫
々
生

「
怪
談
女
の
泣
声
」（
明
治
35
・
06
・
27
、
台
湾
民
報
）
の
論
理
構
成
か
ら
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
記
事
は
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
と
は
昔
し
孔
子

様
の
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
心
の
正
し
い
智
恵
分
別
の
明
か
な
も
の
に
幽
霊
や

化
物
の
眼
に
映
る
べ
き
筈
は
な
く
、
斯
る
も
の
の
あ
り
と
言
う
は
、
得
て
し

て
智
恵
の
暗
い
迷
信
の
深
い
者
に
多
く
、
其
証
拠
に
は
世
の
開
け
ぬ
昔む
か
し時

に

限
り
て
幽
霊
や
化
物
の
話
し
あ
り
て
、
開
け
ゆ
く
今
の
世
に
は
頓
と
其
様
な

話
し
も
聞
か
ぬ
と
い
う
も
の
だ
」
と
儒
教
に
お
け
る
怪
異
の
扱
い
方
を
示
し

つ
つ
、「
迷
信
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
に
よ
っ
て
い
っ
た
ん
怪
異
を
否
定
す
る
。

だ
が
「
世
の
中
に
は
理
外
の
理
と
か
云
う
も
の
も
あ
り
て
、
一
概
に
道
理
ば

か
り
で
も
推
通
さ
れ
ぬ
こ
と
あ
り
、
之
を
哲
学
的
に
八
ケ
ま
し
く
い
う
と
、

超
理
的
現
象
と
か
何
と
か
云
う
そ
う
だ
」
と
、
従
来
の
「
道
理
」
で
は
処
理

で
き
な
い
現
象
の
存
在
を
強
調
し
、「
超
理
的
現
象
」
と
い
う
耳
慣
れ
な
い

哲
学
用
語
を
用
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
補
填
し
よ
う
と
す
る
。

同
様
の
パ
タ
ー
ン
は
「
狸
が
怨
霊　

化
物
屋
敷　

上
の
巻
」（
明
治
36
・

03
・
21
、
伊
勢
新
聞
）
に
も
見
い
だ
せ
る
。
同
記
事
は
「
封
建
の
昔
な
ら

イ
ザ
知
ら
ず
、
二
十
世
紀
の
今
日
怪
談
な
ど
馬
鹿
気
た
事
と
笑
う
人
も
あ

ら
ん
か
」
と
言
い
つ
つ
も
「
さ
れ
ど
妖
怪
学
に
名
高
き
円
了
博
士
さ
え
、

嘗
て
怨
霊
の
祟
り
に
焼
け
し
家
の
事
実
を
見
て
跣は
だ
し足

で
逃
げ
し
事
あ
り
と

か
云
え
ば
其
の
実
な
し
と
も
断
言
し
が
た
し
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
井
上
円
了

の
名
を
挙
げ
、
怪
異
の
現
実
性
を
強
調
す
る
。

円
了
の
名
前
は
、
他
の
怪
異
関
連
記
事
に
も
し
ば
し
ば
登
場
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
怪
し
の
物
語　

は
し
が
き
」（
明
治
37
・
01
・
14
、
九
州
日
報
）

に
は
「
幽
霊
や
妖
怪
や
変
化
の
怪
し
の
も
の
は
即
ち
井
上
円
了
博
士
の
説

の
如
く
又
一
般
実
験
心
理
学
者
の
論
の
如
く
単
に
人
間
の
神
経
作
用
の
惹

起
し
た
る
幻
影
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
或
は
米
国
の
実
験
宗
教
哲
学
者
の

泰
斗
ジ
エ
ー
ム
ス
博
士
の
説
の
様
に
実
際
霊
魂
不
滅
の
為
め
か
も
知
れ
ぬ
、

兎
に
角
其
が
如
何
な
る
神
経
作
用
に
も
せ
よ
、
何
故
に
こ
う
い
う
風
に
昔

か
ら
怪
し
の
物
語
が
沢
山
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」
と
あ
る
。

こ
の
言
説
が
興
味
深
い
の
は
、
怪
異
を
「
人
間
の
神
経
作
用
の
惹
起
し
た

る
幻
影
」
と
す
る
仮
説
と
「
霊
魂
不
滅
」
説
を
並
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
前

者
の
代
表
と
し
て
円
了
と
「
一
般
実
験
心
理
学
者
」
を
挙
げ
、
後
者
の
代
表
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と
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
を
挙
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
前
者
は
啓

蒙
主
義
の
下
で
、
妖
怪
や
幽
霊
を
全
否
定
し
た
代
表
的
な
言
説
の
提
供
者
と

言
え
る
。
例
え
ば
井
上
円
了
『
妖
怪
叢
書
第
四
編　

迷
信
解
』（
明
治
37
・

09
、
哲
学
書
院
）
に
は
「
真
に
幽
霊
と
す
べ
き
も
の
を
考
う
る
に
、
つ
ま
り

人
の
精
神
作
用
よ
り
起
る
も
の
と
見
て
宣
い
、
言
葉
を
換
え
て
申
さ
ば
、
幽

霊
に
就
き
て
吾
人
の
有
す
る
記
憶
観
念
が
其
形
を
現
し
て
、
他
人
の
霊
魂
の

実
在
を
見
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
、
例
え
ば
母
親
が
愛
児
を
失
い
、
毎
日

毎
夜
之
を
心
頭
に
浮
べ
て
忘
る
る
こ
と
な
き
と
き
は
、
其
姿
が
自
然
に
眼
に

触
れ
、
夢
の
如
く
に
見
る
こ
と
が
あ
る
、
然
る
と
き
は
母
親
は
必
ず
亡
児
の

幽
霊
を
見
た
り
と
い
う
に
違
い
な
い
、
さ
れ
ど
其
幽
霊
は
心
中
の
妄
想
が
其

形
を
現
じ
た
る
ま
で
で
あ
る
、
す
べ
て
世
間
の
幽
霊
は
み
な
此
様
な
る
も
の

な
れ
ば
、
己
れ
の
心
の
反
射
返
影
と
い
う
て
差
支
な
い
」
と
あ
る
。

円
了
の
言
説
が
啓
蒙
主
義
の
影
響
下
に
あ
っ
て
怪
異
を
扱
う
際
の
代
表

的
な
解
釈
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
先
の
「
怪
し
の
物
語　

は
し
が
き
」
は
、

そ
の
解
釈
に
対
す
る
疑
念
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
理
外
の
理
」

の
存
在
を
強
調
し
、
怪
異
の
実
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
「
幻
影
」
説

の
相
対
化
を
図
っ
た
境
界
的
な
言
説
と
し
て
「
怪
し
の
物
語　

は
し
が
き
」

の
言
説
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
円
了
に
代
わ
る

新
た
な
枠
組
み
と
し
て
盛
ん
に
紹
介
さ
れ
始
め
る
の
が
、
欧
米
の
心
霊
学

に
も
と
づ
く
解
釈
枠
で
あ
り
、そ
の
代
表
と
し
て
言
揚
げ
さ
れ
た
の
が
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
だ
っ
た
（
３
）。

当
時
の
日
本
に
は
、
欧
米
心
霊
研
究
へ
の
強
い
関
心
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
結
実
の
ひ
と
つ
が
、
平
井
金
三
と
松
村
介
石
に
よ
る
心
霊
的
現
象
研

究
会
の
発
足
で
あ
る
。「
幽
霊
研
究
会
起
る
」（
明
治
41
・
05
・
28
、
佐
賀

新
聞
）
は
、
同
研
究
会
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
過
日
東
京
本
郷

区
壱
岐
殿
坂
上
宮
学
院
に
於
て
外
国
語
学
教
授
平
井
金
三
氏
及
び
松
村
介

石
氏
の
発
起
に
て
心
霊
的
現
象
研
究
会
な
る
も
の
を
開
会
し
た
る
」「
輓
近

物
質
的
科
学
の
進
歩
は
実
に
驚
く
べ
く
従
て
宇
宙
万
般
の
事
物
は
悉
く
物

質
科
学
に
よ
り
て
解
釈
し
其
解
釈
を
下
す
能
わ
ざ
る
も
の
は
荒
誕
無
稽
と

し
て
一
概
に
排
斥
致
し
ま
す
、
け
れ
ど
も
世
に
不
思
議
と
称
せ
ら
る
る
現

象
は
古
よ
り
今
に
至
る
迄
往
々
人
の
実
験
す
る
所
で
」「
今
や
欧
米
の
科
学

者
は
大
い
に
此
方
面
に
心
を
傾
注
し
心
霊
的
現
象
研
究
会
を
開
い
て
只
管

研
究
に
余
念
な
き
有
様
で
す
」。

右
の
引
用
の
発
話
部
分
は
、
平
井
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
平
井
の
主
張

は
、
様
々
な
新
聞
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
た
。「
学
者
の
幽
霊
談　

注
目
す

べ
き
思
想
界
の
現
象
」（
明
治
41
・
06
・
01
、「
二
六
新
聞
」）
に
は
「
世
に

不
思
議
と
云
わ
れ
奇
蹟
と
云
わ
る
る
事
柄
を
研
究
す
る
会
が
欧
米
に
は
出
来

て
居
り
ま
す
斯
様
な
次
第
で
す
か
ら
幽
霊
が
な
い
抔
と
は
決
し
て
云
わ
れ
ま

せ
ぬ
」
と
あ
る
。
彼
の
談
話
は
「
幽
霊
研
究
（
幽
霊
研
究
会
発
起
者
平
井
金

三
氏
談
）」（
明
治
41
・
06
・
05
、
京
都
日
出
新
聞
）、「
学
者
の
幽
霊
談　

幽

霊
研
究
会
発
起
者
の
談
話　

注
目
す
べ
き
思
想
界
の
現
象
」（
明
治
41
・
06
・

05
、
九
州
日
日
新
聞
）、「
学
者
の
幽
霊
談
」（
明
治
41
・
07
・
30
、
愛
媛
新

報
）、「
幽
霊
は
あ
る
か
も
知
れ
ぬ　

平
井
金
三
氏
の
談
」（
明
治
42
・
04
・

28
、
九
州
日
報
）
な
ど
、
複
数
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
転
載
さ
れ
た
。

欧
米
の
心
霊
研
究
の
動
向
を
踏
ま
え
た
平
井
の
発
言
は
、よ
り
ス
ト
レ
ー

ト
に
欧
米
の
研
究
状
況
を
紹
介
す
る
新
聞
記
事
に
繋
が
る
。「
魂
魄
の
存
在
、
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重
量
、
実
質
、
容
積
等
を
決
定
せ
ん
た
め
に
欧
米
諸
国
で
は
種
々
の
研
究

調
査
が
行
わ
れ
て
居
る
が
就
中
、
仏
国
の
博
士
バ
ラ
ッ
ク
と
云
う
人
は
多

年
研
究
の
結
果
霊
魂
を
写
真
に
取
っ
た
と
云
っ
て
居
る
」（「
人
間
の
魂
魄
」、

明
治
41
・
07
・
19
、
九
州
日
報
）、「
我
国
に
て
も
近
頃
一
派
学
者
の
間
に

幽
霊
研
究
会
な
る
も
の
が
起
り
幽
霊
の
有
無
が
八
釡
し
く
議
論
さ
れ
つ
つ

あ
る
が
国
民
新
聞
の
所
報
に
よ
れ
ば
極
め
て
最
近
の
事
英
国
に
て
も
幽
霊

は
確
か
に
在
り
現
に
幽
霊
の
目
方
と
色
模
様
さ
え
も
知
り
得
る
と
公
言
し

其
の
研
究
の
結
果
を
英
国
芸
術
家
協
会
に
堂
々
と
述
べ
立
て
た
る
一
学
者

あ
り
此
人
は
名
を
フ
ォ
ー
ニ
エ
ル
、
ダ
ル
ベ
と
云
い
て
ダ
ブ
リ
ン
心
理
研

究
会
長
た
り
」（「
幽
霊
は
確
に
在
る
」、
明
治
42
・
01
・
17
、
新
愛
知
）
な

ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
新
聞
紙
上
に
お
け
る
言
説
編
成
は
、
霊
魂
を
め
ぐ
る
新
た
な
議

論
の
場
を
生
み
出
し
た
。「
寸
楽
亭
の
化
物
会
」（
明
治
42
・
07
・
21
、
名
古

屋
新
聞
）
に
は
「
小
松
周
海
氏
の
死
霊
生
霊
感
応
の
記
事
が
出
て
か
ら
其
処

此
所
に
怪
談
や
幽
霊
話
が
熾
ん
に
な
っ
て
、
同
志
二
三
が
集よ
り
あ合

う
と
話
し
は

何
時
も
霊
魂
の
事
で
持
ち
き
っ
て
大
変
な
議
論
が
起
る
」
と
あ
る
が
、
こ
こ

で
言
う
「
小
松
周
海
氏
の
死
霊
生
霊
感
応
の
記
事
」
と
は
「
霊た
ま
し
い魂

と
語
る
」

（
明
治
42
・
07
・
09
〜
18
、
名
古
屋
新
聞
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
同
記
事

は
、
愛
知
県
幡
豆
郡
福
地
村
の
善
光
寺
住
職
、
小
松
周
海
が
法
華
経
の
功
力

に
よ
っ
て
死
霊
生
霊
を
呼
び
寄
せ
る
と
評
判
に
な
り
、
妄
り
に
祈
祷
を
行
っ

て
世
人
を
惑
わ
せ
る
と
警
察
署
か
ら
告
発
さ
れ
た
も
の
の
、
周
海
は
こ
れ
を

不
服
と
し
て
控
訴
し
た
結
果
、
実
際
に
霊
を
呼
び
出
せ
る
か
実
験
が
行
わ
れ

た
、
そ
の
顛
末
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。

欧
米
の
心
霊
研
究
の
フ
レ
ー
ム
が
既
存
の
宗
教
的
、
民
俗
的
文
脈
に
も

と
づ
く
降
霊
会
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
降
霊
の
事
実
性
を
判
定
す
る
規

範
と
し
て
動
き
始
め
て
い
る
の
だ
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
井
上
円
了
に
代
表

さ
れ
る
枠
組
み
は
後
景
に
退
き
、
平
井
ら
に
よ
る
欧
米
心
霊
研
究
の
枠
組

み
が
前
景
化
す
る
。
そ
れ
は
、
心
理
学
や
精
神
医
学
に
よ
っ
て
記
号
化
さ

れ
つ
つ
あ
っ
た
霊
魂
の
実
存
的
な
復
権
で
あ
り
、「
科
学
」
に
よ
る
幽
霊
の

再
解
釈
を
促
す
動
き
と
言
え
る
。「
幽
霊
と
云
う
も
の
は
意
識
の
作
用
に
よ

り
て
現
る
る
も
の
で
あ
っ
て
」「
相
愛
し
て
居
る
も
の
の
或
る
も
の
が
或

る
作
用
を
起
し
た
場
合
又
は
怨
恨
措
く
能
わ
ざ
る
一
刹
那
に
於
て
起
る
意

識
的
作
用
が
其
対
象
の
或
者
に
感
応
し
た
る
場
合
に
於
て
空
間
又
は
其
の

一
人
の
心
に
描
出
さ
れ
る
の
が
即
ち
幽
霊
で
あ
る
」（
野
波
十
畆ぼ
う

「
幽
霊

（
二
）」、
明
治
42
・
09
・
05
、
九
州
日
報
）
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
「
科
学
」

的
な
仮
説
の
一
例
で
あ
る
。
同
様
の
説
は
夏
目
漱
石
「
琴
の
そ
ら
音
」（
明

治
38
・
06
、「
七
人
」）
や
水
野
葉
舟
「
テ
レ
パ
シ
ー
」（
熊
田
茂
八
編
『
怪

談
会
』
所
収
、
明
治
42
・
10
、
柏
舎
書
楼
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
幽

霊
＝
テ
レ
パ
シ
ー
説
で
あ
る
。
ガ
ー
ニ
ー
、
ポ
ド
モ
ア
、
マ
イ
ヤ
ー
ズ
『
生

者
の
幻
像
』（
一
八
八
六
年
）
を
初
発
と
す
る
こ
の
仮
説
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｒ
（
英

国
心
霊
研
究
協
会
）
に
よ
る
最
も
知
ら
れ
た
研
究
成
果
の
ひ
と
つ
と
さ
れ

て
い
る
。

２　

物
語
と
し
て
の
怪
談

文
明
開
化
と
と
も
に
提
示
さ
れ
た
怪
異
に
関
す
る
枠
組
み
の
否
定
と
そ
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れ
に
代
わ
る
新
た
な
枠
組
み
の
提
示
が
、
同
時
代
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
大

量
の
怪
談
記
事
を
も
た
ら
し
た
一
因
で
あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ

の
背
景
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
煩
悶
の
時
代
」
に
お
け
る
精
神
主
義
の
台
頭

が
あ
る
（
４
）。

と
は
い
え
、
明
治
三
十
年
代
後
半
に
は
じ
め
て
新
聞
メ
デ
ィ
ア

が
怪
談
を
連
載
し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
早
い
例
と
し
て
は
「
百
物
語
」

（
明
治
27
・
01
・
04
〜
02
・
27
、
や
ま
と
新
聞
）
が
あ
る
。
後
に
こ
の
連
載

は
『
百
物
語
』（
明
治
27
・
07
、
扶
桑
堂
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
（
５
）。

同
書
の
序

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
決
し
て
化
物
あ
る
に
あ
ら
ず
。
皆

自
ら
、
己
れ
の
臆
病
な
る
神
経
を
以
て
、
強
て
化
物
を
作
る
な
る
べ
し
」

「
果
し
て
こ
れ
等
の
奇
怪
な
る
事
が
あ
り
し
や
否
や
の
小
理
屈
は
姑
く
措

き
、
こ
の
数
席
の
談
柄
中
、
大
い
に
善
を
勧
め
、
悪
を
懲
し
、
世
を
諷
し
、

人
を
戒
む
る
の
効
能
は
、
却
て
か
の
男
女
の
痴
情
を
説
破
し
た
る
の
類
に

優
る
事
、
幾
層
倍
な
る
に
感
じ
た
る
が
為
に
、
皆
さ
ん
、
是
ッ
非
御
一
読

あ
っ
て
し
か
る
べ
し
」。

こ
の
よ
う
に
同
書
は
啓
蒙
主
義
の
文
脈
に
則
り
、
怪
異
の
事
実
性
を

否
定
し
て
、
そ
の
教
育
的
効
果
を
強
調
す
る
。
た
だ
し
、
本
書
に
収
録
さ

れ
て
い
る
怪
談
に
は
幽
霊
の
実
在
を
強
調
す
る
話
も
多
い（
６
）。

で
は
、
明
治

三
十
年
代
後
半
か
ら
見
ら
れ
る
新
聞
の
連
載
怪
談
か
ら
は
、
い
か
な
る
特

徴
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
こ
こ
で
は
、
次
表
に
示
し
た
十
四

種
類
の
連
載
怪
談
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。
な
お
、
以
下
の
分
析
に
お
い
て
、
個
々
の
連
載
怪
談
の
タ
イ
ト
ル

は
番
号
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
こ
の
時
期
の
連
載
怪
談
に
特
徴
的
な
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
新

聞
が
、
そ
の
地
方
に
伝
わ
る
怪
談
を
地
域
固
有
の
文
化
と
し
て
意
味
付
け

て
い
る
点
で
あ
る
。
1
、
2
、
3
、
6
、
9
、
14
が
該
当
す
る
。
怪
異
を

扱
う
場
合
に
厄
介
な
の
は
、
そ
の
怪
異
が
は
た
し
て
事
実
か
否
か
と
い
う

判
定
基
準
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
紛
糾
す
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
最
初
か

明治後期の新聞連載怪談

タイトル 掲載時期 掲載回数 掲載紙
1 百物語 明 38・2・13～ 3・19 23 やまと新聞
2 古今百物語 明 40・9・14～ 10・3 10 紀伊毎日新聞
3 伊予百物語 明 42・7・18～ 9・29 59 愛媛新聞
4 涼み話 明 42・7・22～ 8・15 25 名古屋新聞
5 役者の怪談 明 42・8・27～ 10・27 50 都新聞
6 諸国珍談百話 明 42・9・25～ 11・20 10 十日町新聞
7 怪事奇譚 明 42・10・4～ 8 5 沖縄毎日新聞
8 八風の八怪 明 42・10・20～ 11・19 20 扶桑新聞
9 朝鮮の怪談／朝鮮奇聞 明 43・8・23～ 9・9 15 朝鮮新聞

10 妖怪変化秋の夜物語 明 43・10・16～ 31
同 11・04～ 12 25 九州日報

11 奇抜な怪談会 明 43・10・11～ 11・8 14 福岡日日新聞
12 第二回怪談会 明 43・11・9～ 12 4 福岡日日新聞
13 新怪談揃 明 44・6・27～ 7・20 14 小樽新聞
14 怪談 明 44・7・31～ 9・4 22 伊勢新聞



160

ら
怪
異
を
文
化
の
問
題
と
し
て
お
け
ば
、
怪
異
の
事
実
性
を
問
う
必
要
は

な
い
。
怪
異
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
、
理
論
的
な
問
題
に

拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
物
語
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
姿
勢
を
強
調
し
て
お
け

ば
よ
い
の
だ
。

例
え
ば
１
の
予
告
に
は
「
何
ん
の
そ
の
、
古
し
と
云
わ
ば
云
え
是
れ
も

世
に
伝
わ
る
一
つ
の
物
語
、
何
れ
の
里
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
話
を
此
に

集
め
て
日
々
掲
載
な
さ
ん
と
て
、
乞
う
其
内
容
は
次
号
の
誌
上
よ
り
…
…

只
、
大
方
の
御
寄
贈
を
仰
ぐ
」（
明
治
38
・
02
・
08
、
10
）
と
あ
る
。
当
初

１
に
は
「
近
世
怪
談
」
と
い
う
角
書
き
が
あ
っ
た
。
こ
の
角
書
き
ど
お
り
、

１
は
江
戸
時
代
の
話
が
中
心
で
あ
る
。
物
語
の
舞
台
も
、
弘
前
、
米
沢
、

上
州
、
神
戸
、
浅
草
、
栃
木
と
広
範
囲
に
亘
っ
て
お
り
、
テ
ー
マ
に
統
一

性
が
あ
る
訳
で
も
な
い
。
時
間
的
に
も
現
在
か
ら
隔
た
っ
た
江
戸
時
代
を

対
象
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
実
性
よ
り
も
物
語
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、地
域
性
へ
の
関
心
は
民
俗
的
な
視
点
と
結
び
つ
く
。
月
村
生
「
昔

の
化
物
語
（
一
）」（
明
治
39
・
08
・
27
、
神
戸
新
聞
）
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。「
僕
は
妖
怪
の
話
が
好
き
で
何
処
へ
旅
行
し
て
も
其
土
地
の
怪
談

や
お
化
の
昔
語
り
を
古
老
に
聞
く
を
何
よ
り
の
楽
た
の
し
みに

し
て
居
る
、
怪
談

や
お
化
に
関
す
る
書
し
ょ
じ
ゃ
く籍は

目
に
あ
た
れ
ば
買
い
求
め
て
置
く
よ
う
に
し
て

居
る
、
若
し
他
日
同
好
の
士
が
あ
っ
た
ら
一
の
怪
談
倶
楽
部
の
様
な
も
の

を
起
し
て
古
来
の
日
本
妖
怪
の
話
を
研
究
し
た
ら
面
白
い
と
思
う
」「
今
日

の
社
会
か
ら
見
る
と
化
物
の
話
や
妖
怪
の
事
は
馬
鹿
ら
し
い
様
な
も
の
で

お
笑
い
に
な
る
方
も
あ
る
が
つ
ま
ら
ぬ
話
の
中
に
其
土
地
其
時
代
の
人
情

風
俗
人
智
の
程
度
が
窺
い
知
ら
れ
て
其
談は
な
しの

変
化
に
依
っ
て
も
人
文
の
発

達
が
見
え
て
無
限
の
面
白
味
が
あ
る
か
と
思
う
」「
現
に
此
神
戸
に
も
英
国

か
ら
遙は
る
ば
る々

渡
来
し
て
八
年
間
、
只
日
本
の
妖
怪
談
や
化
物
の
研
究
の
み
し

て
居
る
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
氏
が
あ
る
」。

ち
な
み
に
、
こ
の
記
事
に
登
場
す
る
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
と
は
、
小
泉

八
雲
に
比
肩
す
る
日
本
怪
談
の
収
集
家
と
し
て
後
に
注
目
を
集
め
た
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ス
ミ
ス
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
（
７
）。

月
村
生
の
言
説

は
、
中
央
で
水
野
葉
舟
、
佐
々
木
喜
善
、
柳
田
国
男
ら
が
結
成
し
た
怪
談

研
究
会
と
視
点
を
共
有
す
る
人
々
が
地
方
に
も
存
在
し
た
こ
と
、
民
俗
学

的
視
点
に
も
と
づ
く
土
地
に
根
ざ
し
た
怪
談
へ
の
関
心
が
、
あ
る
程
度
共

有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
感
知
さ
せ
る
。

「
秋
の
夜
長
の
お
伽
談
に
紀
州
に
あ
り
し
古
今
怪
談
の
類
い
を
集
め
て
連

載
せ
ん
と
す
材
料
の
寄
稿
を
歓
迎
す
」（
2
、
明
治
40
・
08
・
31
）、「「
夏

季
の
読
物
」
の
一
つ
と
し
て
本
日
の
紙
上
か
ら
「
伊
予
百
物
語
」
を
連
載

す
る
こ
と
と
す
る
」「
我
愛
媛
県
に
於
け
る
古
書
の
記
録
或
は
古
老
の
口
碑

な
ど
に
伝
わ
っ
て
居
る
不
可
思
議
な
物
語
を
集
め
た
も
の
で
一
名
を
「
伊

予
妖
怪
録
」
と
も
称
す
べ
き
も
の
だ
」（
3
、
明
治
42
・
07
・
18
）
な
ど
は
、

お
そ
ら
く
こ
う
し
た
読
者
へ
向
け
て
の
発
言
な
の
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
事
実
の
有
無
は
棚
上
げ
さ
れ
る
。「
お
約
束

の
古
今
百
怪
談
は
二
十
計
り
材
料
が
集
ま
っ
た
の
で
、
ボ
チ
ボ
チ
と
書
き

初
め
る
、
シ
カ
シ
有
る
と
い
っ
て
無
い
の
は
金
と
化
け
物
、
二
十
世
紀
の

今
日
に
お
化
物
語
も
何
と
や
ら
な
れ
ど
、
そ
こ
が
秋
の
夜
永
の
お
伽
談
し
、

理
屈
に
合
わ
な
い
処
が
怪
談
の
身
上
に
て
、井
上
妖
怪
博
士
が
真
面
目
返
っ

て
研
究
を
し
て
居
る
な
ど
か
ら
見
て
も
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
も
あ
る
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ま
い
」（
2
、
明
治
40
・
09
・
14
）、「
兎
に
角
こ
こ
に
は
事
実
の
有
無
を
論

ず
る
の
で
は
な
く
て
只
だ
こ
ん
な
物
語
も
残
っ
て
居
る
と
い
う
こ
と
を
紹

介
す
る
に
止
ま
る
ま
で
で
あ
る
」（
3
、
明
治
42
・
07
・
18
）
と
い
っ
た
具

合
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
怪
談
を
通
し
て
の
「
地
元
」
へ
の
眼
差
し
は
、
故
郷
意
識

の
形
成
と
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
日
露
戦
争
後
に
地
方
新
聞
が
躍

進
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
時
期
、
郷
土
意
識
は
い
っ
そ
う
の
高
ま
り
を
見

せ
て
い
た
。
成
田
龍
一
に
よ
れ
ば
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
故
郷
」
の
概
念

は
一
八
八
〇
年
代
を
ひ
と
つ
の
節
目
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
、
以
後
、
通
奏

低
音
の
ご
と
く
語
ら
れ
続
け
る
と
と
も
に
、
産
業
化
と
文
明
化
の
な
か
で
拡

大
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。「
故
郷
」
は
構
成
さ
れ
、
語
ら
れ
る
こ
と
で
立
ち

現
れ
て
く
る
空
間
だ
が
、
そ
れ
は
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す

人
々
に
と
っ
て
、
し
ば
し
ば
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
核
と
な
っ
た
（
８
）。

だ
と
す
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
根
ざ
す
怪
談
は
、
故
郷
を
想
起
さ
せ
る
指

標
と
い
う
意
味
で
、
も
は
や
地
域
遺
産
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

一
方
、
特
定
の
場
所
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
怪
談
収
集
に
は
、
別
の
狙

い
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
異
な
り
た
る
社
会
に
は
各
異
な
り
た

る
風
俗
習
慣
あ
る
と
共
に
其
社
会
に
は
お
伽
噺
の
様
な
る
固
有
の
迷
信
と

怪
談
あ
る
は
争
う
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
り
」
と
は
9
の
冒
頭
だ
が
（
明
治

43
・
08
・
23
）、
韓
国
併
合
は
同
年
八
月
二
九
日
で
あ
り
、
9
の
連
載
渦
中

の
こ
と
だ
っ
た
。
先
の
引
用
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。「
朝
鮮
に
も
亦
幾
多

是
等
の
も
の
あ
り
て
中
に
は
吾
人
の
頗
る
奇
異
に
感
ず
る
迷
信
や
夢
想
だ

に
及
ば
ざ
る
怪
談
の
野
乗
雑
記
等
に
見
ゆ
る
も
の
少
か
ら
ず
吾
人
の
如
き

見
聞
狭
き
も
の
に
て
も
尚
然
り
さ
れ
ば
韓
国
の
事
情
に
通
じ
韓
国
を
研
究

し
た
る
人
々
に
は
歴
史
に
其
見
聞
多
か
る
べ
し
と
信
ず
」。
9
に
お
け
る
当

地
の
怪
談
は
、
地
域
遺
産
と
い
う
よ
り
も
、
植
民
地
と
し
た
地
域
を
分
析

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

３　

事
実
と
し
て
の
怪
談

以
上
の
よ
う
な
物
語
性
を
強
調
す
る
連
載
怪
談
に
対
し
て
、
怪
異
の
事
実

性
を
重
視
し
、
あ
る
意
味
で
の
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
性
を
売
り
物
に
す
る
タ
イ

プ
の
連
載
も
多
い
。
4
、
5
、
10
、
11
、
12
、
13
、
14
が
該
当
す
る
。
明
治

四
三
年
十
月
以
降
の
も
の
は
、
全
て
こ
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
、

い
わ
ゆ
る
円
了
フ
レ
ー
ム
か
ら
平
井
フ
レ
ー
ム
へ
の
移
行
が
完
了
し
た
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
時
期
的
に
は
、
千
里
眼
事
件
が
新
聞
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ

て
き
た
頃
と
重
な
る
（
９
）。
千
里
眼
と
い
う
超
常
能
力
の
存
在
が
、
怪
異
と
い
う

非
現
実
的
な
現
象
の
実
在
証
明
と
受
け
取
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
の
な
か
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
井
上
円
了
と
い
う
名
前
で
あ
る
。

彼
の
名
前
は
、
2
、
3
、
5
、
12
、
13
に
登
場
し
て
い
る
。
2
に
は
「
理

屈
に
合
わ
な
い
処
が
怪
談
の
身
上
に
て
、
井
上
妖
怪
博
士
が
真
面
目
返
っ

て
研
究
を
し
て
居
る
な
ど
か
ら
見
て
も
ま
ん
ざ
ら
捨
て
た
も
の
で
も
あ
る

ま
い
」（
明
治
40
・
09
・
14
）、
3
に
は
「
井
上
円
了
博
士
に
で
も
聞
か
せ

た
ら
屈
撓
な
研
究
の
好
資
料
と
な
る
」（
3
中
「
天
狗
の
悪
戯
」（
上
）、
明

治
42
・
08
・
19
）、
5
に
は
「
そ
の
時
分
余
り
不
思
議
な
事
と
い
う
の
で
例

の
井
上
円
了
博
士
に
話
し
て
一
つ
の
問
題
に
な
っ
た
と
か
」（
5
中
「
幽
霊
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の
眉
間
を
割
っ
た
福
島
清
」、
明
治
42
・
09
・
04
）
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
例
は
、「
あ
の
」
円
了
が
関
心
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

事
実
性
の
担
保
と
な
る
。
ま
た
12
に
は
、
次
の
一
文
が
あ
る
。「
幽
霊
に
就

て
は
妖
怪
学
の
中
興
の
祖
円
了
博
士
が
研
究
を
起
し
て
以
来
、
宗
教
家
や
心

理
学
者
が
真
面
目
腐
っ
て
議
論
中
で
あ
る
、
幽
霊
に
形
の
有
無
は
矢
張
り
議

論
中
で
あ
る
、
昔
の
人
が
幽
霊
を
見
る
の
は
大
抵
夜
中
夢
幻
の
裡
で
あ
る
が

今
の
人
は
白
昼
青
天
の
下
に
見
る
、
夫
れ
で
妖
怪
は
無
い
者
と
研
究
す
る
よ

り
、
有
る
者
と
し
て
目
安
を
立
て
た
方
が
面
白
い
、
催
眠
術
と
一
口
に
い
う

が
人
間
と
動
物
と
植
物
と
鉱
物
の
間
に
は
、
常
に
相
互
い
に
千
里
眼
又
は
催

眠
術
の
作
用
で
感
応
し
合
っ
て
居
る
か
ら
斯
学
の
巧
者
な
人
は
追
付
け
木
人

語
り
石
女
舞
う
時
節
が
来
る
と
請
合
っ
て
居
る
」（
明
治
43
・
11
・
09
）。

西
欧
心
霊
研
究
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
千
里
眼
（
透
視
）
や
催
眠

術
を
取
り
上
げ
つ
つ
、
か
つ
て
の
非
常
識
が
常
識
に
な
る
日
も
近
い
と
示

唆
す
る
訳
だ
が
、
円
了
を
用
い
た
こ
の
よ
う
な
論
理
展
開
は
、
怪
異
を
め

ぐ
る
問
題
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、
円
了
の
枠
組
み
が
変
質
し
つ
つ
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
円
了
の
妖
怪
学
と
は
、
常
識
で
は
判
断
で
き
な
い
よ

う
な
現
象
に
対
し
て
合
理
的
な
説
明
を
与
え
、
そ
れ
ら
が
存
在
し
な
い
こ

と
を
証
明
す
る
学
問
だ
っ
た
。
し
か
し
同
記
事
は
、
妖
怪
は
「
有
る
者
と

し
て
目
安
を
立
て
た
方
が
面
白
い
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
連
載
怪
談
に

あ
っ
て
は
、
円
了
の
名
前
は
逆
説
的
に
怪
異
の
事
実
性
を
保
証
す
る
記
号

と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
「
実
話
怪
談
」
の
内
容
に
目
を
向
け
て
み

よ
う
。
4
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。「
小
松
周
海
師
が
祈

祷
の
中
か
ら
試
み
た
不
思
議
な
実
験
談
や
ら
、
又
近
く
寸
楽
亭
の
怪
談
会

に
現
れ
た
不
思
議
な
妖
怪
実
見
談
を
納
涼
台
の
物
語
り
と
し
て
今
日
か
ら

掲
げ
る
事
に
し
よ
う
」（
明
治
42
・
07
・
22
）。
4
の
話
は
全
て
「
い
ま
・

こ
こ
」
で
起
き
た
実
話
怪
談
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
霊
の
実
在
は
す

で
に
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
喜
多
村
緑
郎
が
参
加
し
た
、
寸
楽
亭
の
怪
談

会
で
披
露
さ
れ
た
話
が
中
心
で
あ
る
。
喜
多
村
は
、
泉
鏡
花
の
怪
談
会
を

主
催
す
る
な
ど
、
怪
談
好
き
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
た
「
急
に
秋
風
が
吹
き
初
め
亡
き
魂
祭
の
盂
蘭
盆
会
も
近
く
な
っ
た

か
ら
怪
談
ば
な
し
も
興
味
が
あ
ろ
う
と
思
う
」（
明
治
42
・
08
・
27
）
で
始

ま
る
５
は
、
伊
井
蓉
峰
、
尾
上
菊
之
助
、
澤
村
源
之
助
、
喜
多
村
緑
郎
、

坂
東
三
津
五
郎
な
ど
、
歌
舞
伎
役
者
や
俳
優
か
ら
の
聞
き
書
き
と
い
う
体

裁
を
取
る
。
伝
聞
も
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
実
名
が
明
記
さ
れ
た
当

人
の
体
験
談
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
明
治
以
降
の
話
で
あ
る
。「
い
ま
・
こ

こ
」
に
喚
起
し
た
話
と
い
う
意
味
で
、
実
話
怪
談
の
テ
ィ
ス
ト
が
強
い
。

こ
れ
ら
の
例
が
出
来
事
と
し
て
の
怪
談
を
扱
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
実

在
の
場
所
を
焦
点
化
し
た
連
載
怪
談
が
8
で
あ
る
。
地
誌
的
な
関
心
と
い

う
意
味
で
は
、
固
有
の
土
地
へ
の
眼
差
し
と
言
え
る
し
、
実
際
に
怪
異
が

そ
の
場
所
で
生
じ
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
は
、
実

話
怪
談
と
言
え
る
。
物
語
性
と
事
実
性
の
要
素
を
併
せ
持
ち
な
が
ら
、
特

に
空
間
的
な
関
心
が
突
出
し
た
記
事
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
地
方
を
異
界

と
見
な
し
た
「
北
越
雪
譜
」（
一
八
三
七
〜
四
一
年
）
な
ど
の
系
譜
に
近
い
。

8
の
冒
頭
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。「
広
い
日
本
に
は
不
思
議
な
処
が
三

つ
あ
る
。
そ
れ
は
能
登
の
片
波
、
赤
城
の
人
穴
、
八
風
の
八
怪
な
ど
の
事
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で
、
い
づ
れ
も
昔
か
ら
人
口
に
膾
炙
さ
れ
て
居
る
が
、
記
録
と
し
て
詳
し

い
も
の
は
未
だ
曾
て
見
た
事
が
な
い
」「
殊
に
八
風
の
八
怪
に
至
り
て
は
、

近
来
口
に
す
る
も
の
も
な
き
有
様
で
あ
る
が
、
不
思
議
玄
妙
の
怪
異
は
、

今
も
昔
も
依
然
と
し
て
変
り
な
く
木
樵
猟か
り
う
ど人の

肝
を
寒
か
ら
し
む
る
が
如

き
事
珍
し
く
な
い
、
然
ら
ば
こ
の
八
怪
な
る
も
の
は
何
で
あ
る
か
と
云
う

と
、
巨
瀬
の
山
蛭
黒
谷
の
天
狗
杉
、
行
者
が
滝
の
黒
百
合
、
八や

瀬せ

の
赤
藤
、

阪さ
か
も
と下の

熊
蟻
、
野
田
の
女
郎
蜘
蛛
、
一
の
平
の
鬼
女
、
蛇じ
ゃ
が
く
ぼ

ケ
窪
の
山
椒
魚

等
で
あ
る
」「
八
風
と
は
八は
っ
ぷ
う風

峠
の
事
で
伊
勢
よ
り
江
ご
う
し
ゅ
う州へ

越
す
間
道
で
、

昔
は
」「
様
々
な
る
奇ふ
し
ぎ異

の
事
に
出
会
う
に
も
拘
わ
ら
ず
、
懲
り
性
も
な
く

往
来
し
た
そ
う
だ
が
、
汽
車
が
通
ず
る
様
に
な
っ
て
か
ら
は
」「
犬
の
子
一

匹
通
ら
ぬ
」（
明
治
42
・
10
・
20
）。

八
風
峠
は
、
桑
名
か
ら
八
日
市
に
至
る
八
風
街
道
に
あ
っ
て
鈴
鹿
山
脈

の
難
所
に
位
置
す
る
。
八
風
街
道
は
伊
勢
を
経
由
し
て
尾
張
と
都
を
結
ぶ

ル
ー
ト
で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
織
田
信
長
ら
の
武
将
や
近
江
商
人
な
ど

が
重
用
し
た
も
の
の
、
明
治
後
期
に
い
た
っ
て
廃
れ
た
よ
う
だ
。
東
海
道

本
線
の
新
橋
と
神
戸
間
が
開
業
し
て
、
名
古
屋
の
み
な
ら
ず
関
東
と
関
西

が
鉄
道
で
繋
が
っ
た
の
は
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
。
野
村
典
彦
は

鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
に
言
及
し
つ
つ
「
峠
を
越
え
て
い
た
「
あ
る
く
」
身
体

を
過
去
の
も
の
と
し
た
ト
ン
ネ
ル
は
、
平
坦
で
あ
る
こ
と
と
直
線
で
あ
る

こ
と
と
を
主
張
し
、
自
然
を
ね
じ
伏
せ
て
ゆ
く
近
代
の
理
を
見
せ
つ
け
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
が）

10
（

、
忘
れ
去
ら
れ
た
峠
と
い
う
空
間
は
、
あ
ら
た
め
て

そ
の
境
界
性
、
異
界
性
を
誇
示
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
空
間
は
、
交
通
の
要
所
と
い
う
か
つ
て
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
と
は
異
な
る
意
味
で
人
々
を
惹
き
つ
け
る
。
8
に
は
「
探
検
に

就
て
多
大
の
趣
味
を
有
す
る
人
々
は
、
昨
今
切し
き

り
に
書
を
担
当
記
者
に
寄
せ

て
八
風
ケ
岳
の
位
置
や
地
形
そ
の
他
に
就
て
問
合
せ
ら
る
る
事
で
あ
る
が
、

参
考
の
為
め
茲
に
そ
の
略
図
を
掲
げ
よ
う
。
即
ち
此
の
図
は
参
謀
本
部
の
陸

地
測
量
部
で
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
寸
分
も
誤
り
は
な
い
」
と
い

う
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
事
は
読
者
に
「
探
検
」
を
促
し
て
い
る
。

実
際
に
、
行
こ
う
と
思
え
ば
行
け
る
異
界
。
こ
の
記
事
に
は
明
治
期
の

少
年
た
ち
を
熱
狂
さ
せ
た
、
雑
誌
「
冒
険
世
界
」「
探
検
世
界
」
な
ど
に
通

じ
る
、
未
知
な
る
世
界
へ
の
憧
憬
の
念
が
存
在
す
る
。
鉄
道
網
が
整
備
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
、
逆
に
到
達
困
難
な
空
所
の
存
在
が
強
調
さ
れ
る
。
八

風
峠
は
、
そ
う
し
た
空
所
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
鉄
道
と
地
図
と
山
中
他
界

と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
泉
鏡
花
「
高
野
聖
」（
明
治
33
・
02
、「
新
小
説
」）

の
世
界
と
の
連
動
性
を
想
起
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

４　

怪
談
を
構
成
す
る

で
は
、
こ
う
し
た
連
載
怪
談
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
収
集
し
て
記
事

を
構
成
し
て
い
た
の
か
。
例
え
ば
4
、
7
、
11
、
12
は
、
実
際
に
行
わ
れ

た
怪
談
会
の
模
様
を
紙
上
で
再
現
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
代

か
ら
復
活
す
る
百
物
語
（
怪
談
会
）
に
つ
い
て
は
、
東
雅
夫
の
詳
細
な
言

及
が
あ
る）

11
（

。
巷
で
行
わ
れ
て
い
た
怪
談
会
の
模
様
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
で

し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
7
の
冒
頭
に
は
「
去
年
の
三
月
確

か
節
句
の
晩
で
あ
っ
た
と
思
う
僕
は
Ｓ
君
に
誘
わ
れ
て
或
る
小
会
に
落
合
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う
た
事
が
あ
る
席
上
与
謝
野
寛
、
馬
場
胡
蝶
、
鈴
木
鼓
村
、
小
栗
風
葉
な

ど
云
う
文
壇
著
名
の
人
の
面
白
い
妖
怪
譚
を
聞
く
事
を
得
た
其
の
時
の
談

話
を
其
儘
Ｓ
君
が
筆
記
し
て
置
い
た
の
を
今
も
手
元
に
蔵
し
て
あ
る
」「
読

者
幸
に
一
読
の
栄
を
賜
え
」
と
あ
る
（
明
治
42
・
10
・
04
）。
怪
談
会
の
模

様
を
紙
上
で
紹
介
す
る
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
実
は
こ
の
連
載
の
中
身
は
、

黄
雲
生
「
不
思
議
譚
」（
明
治
41
・
04
、「
趣
味
」）
と
重
な
っ
て
い
る
。
す

で
に
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
内
容
を
、
地
方
紙
で
再
利
用
し
て
い
る
訳
だ
。

怪
談
会
の
状
況
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
、
11
に
も
見
ら

れ
る
。「
此
頃
秋
の
雨
シ
ト
シ
ト
と
降
る
晩
怪
談
同
好
の
士
が
揃
い
も
揃
っ

て
数
人
集
っ
た
を
幸
い
、
幹
事
の
発
議
で
各
自
最
も
斬
新
奇
抜
な
怪
談
を

す
る
事
と
な
っ
た
、
処
は
市
外
○
○
村
の
禅
宗
寺
△
△
寺
、
住
職
に
乞
う

て
会
員
は
皆
百
衣
を
着
て
、
真
暗
い
本
堂
の
真
中
に
唯
蝋
燭
一
本
点
け
た
、

話
し
の
切
れ
目
切
れ
目
に
銅
鉢
を
叩
く
事
と
な
っ
た
、
叉
手
始
ま
り
始
ま

り
」（
明
治
43
・
10
・
11
）
と
い
っ
た
表
現
に
は
、
音
声
も
含
め
た
現
場
の

雰
囲
気
の
再
現
に
気
を
配
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
読
者
を
経
由
し
て
情
報
を
収
集
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
2
、

6
、
10
で
あ
る
。
2
は
、
個
人
レ
ベ
ル
で
の
情
報
収
集
が
紙
面
に
反
映
さ
れ

た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
2
の
冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
読
者

に
一
言
申
す
、
私
が
一
昨
年
某
青
年
雑
誌
に
絵
葉
書
交
換
の
広
告
を
し
た
、

と
こ
ろ
が
沢
山
の
応
換
者
が
御
座
い
ま
し
て
今
で
は
約
三
千
枚
ば
か
り
ア
ル

バ
ム
に
入
れ
て
あ
り
ま
す
、
其
交
換
す
る
時
た
だ
交
換
で
は
面
白
味
が
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
各
地
の
珍
談
奇
話
で
も
聞
き
た
い
も
の
だ
と
思
っ
て
其
旨
を
返

葉
に
書
い
て
や
る
と
賛
成
し
て
く
れ
ま
し
て
各
地
の
珍
談
奇
話
続
々
送
っ
て

く
る
中
々
趣
味
が
あ
る
本
紙
に
登の
せ
ま載

し
た
の
は
其
中
の
面
白
い
の
を
出
し
た

訳
な
の
で
す
、
し
か
し
皆
な
絵
葉
書
か
ら
取
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
そ
れ

か
ら
文
体
は
私
の
作
で
す
、
事
実
だ
け
取
っ
た
の
で
す
」（
明
治
42
・
09
・

25
）。2

の
場
合
は
記
者
の
個
人
的
な
営
み
を
流
用
し
て
い
る
訳
だ
が
、
や
が

て
そ
れ
は
新
聞
社
全
体
の
企
画
と
な
る
。
例
え
ば
10
の
場
合
、
連
載
に
先

だ
っ
て
「
妖
怪
談
を
募
る　

秋
の
夜
長
物
語　

凄
く
て
怖
い
の
が
最
上
」

（
明
治
43
・
10
・
07
、
九
州
日
報
）
な
る
、
募
集
告
知
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
以
下
、
全
文
を
引
用
す
る
。

一
般
の
読
者
諸
君
か
ら
「
妖
怪
談
」
を
募
り
ま
す
、
規
定
左
の
如
し　

▲
種
類　

幽
霊
で
も
狸
で
も
狐
で
も
生
霊
で
も
其
他
凄
く
て
怖
い
も
の

な
ら
ば
何
で
も
構
わ
ぬ
事　

▲
場
所　

範
囲
を
「
九
州
全
体
」
と
い
た

し
ま
す　

▲
時
日　

古
今
を
問
い
ま
せ
ん
、
実
際
あ
っ
た
事
で
な
く
て

は
採
り
ま
せ
ん　

▲
文
章　

別
に
文
章
を
問
い
ま
せ
ん
、
上
手
で
も
下

手
で
も
構
わ
ぬ
、
又
有
り
の
儘
に
書
い
て
も
宜
し
い　

▲
宛
所　

九
州

日
報
編
輯
局
社
会
部
宛
の
事　

傍
に
「
妖
怪
談
応
募
」
と
記
入
す
る
事
、

又
住
所
氏
名
明
記
の
事　

▲
報
酬　

薄
謝
な
が
ら
採
用
し
た
も
の
へ
は

一
篇
に
就
て
一
金　

三
円　

を
贈
呈
い
た
し
ま
す
、
ド
シ
ド
シ
投
稿
し

て
頂
き
度
い　

▲
第
一
回
〆
切　

来
る
十
日　

但
し
地
方
よ
り
郵
送
の

分
は
十
日
の
日
付
あ
る
も
の
を
採
る

こ
の
募
集
の
結
果
に
つ
い
て
は
「「
妖
怪
談
」
募
集
に
就
て
」（
上
）（
明
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治
43
・
10
・
12
、
九
州
日
報
）
で
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。「
第

一
回
募
集
の
「
妖
怪
談
」
は
、
愈
々
一
昨
日
を
以
て
市
内
の
分
を
〆
切
、
更

に
昨
日
午
後
六
時
を
以
て
、
地
方
か
ら
郵
送
し
た
分
を
〆
切
ま
し
た
。
而
し

て
選
者
の
手
に
集
っ
た
通
数
は
実
に
百
九
通
の
多
き
に
達
し
ま
し
た
、
新
聞

記
者
の
常
套
手
段
か
ら
言
え
ば
、
三
百
通
と
で
も
謂
い
度
い
位
の
盛
況
で
あ

り
ま
す
」。
も
し
か
す
る
と
こ
の
百
九
と
い
う
数
字
も
誇
張
な
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
近
来
稀
に
見
る
成
功
だ
っ
た
と
自
画
自
賛
し
て
い
る
こ
と
は
疑
え

な
い
。
最
終
的
に
こ
の
中
か
ら
六
通
が
採
用
さ
れ
、
10
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ

の
試
み
が
読
者
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
、
す
ぐ
さ
ま
十
月
二
九
日

締
切
で
第
二
回
募
集
が
掛
け
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
の
応
募
総
数
は
百
七
通

（
10
・
31
）、
採
用
さ
れ
た
の
は
四
編
だ
っ
た
（
11
・
03
）。

第
二
回
募
集
終
了
後
に
は
、怪
談
の
書
き
方
ま
で
伝
授
し
て
い
る
。「「
妖

怪
談
」
な
る
も
の
は
、
妖
怪
又
は
怖
い
、
凄
い
を
主
と
す
る
の
だ
か
ら
、

そ
の
原
因
を
説
く
に
当
り
、
殊
更
に
菅
々
し
い
花
道
は
要
る
ま
い
と
思
い

ま
す
、
な
る
べ
く
花
道
を
短
く
し
て
、
本
舞
台
を
広
く
す
る
、
そ
れ
で
読

者
を
怖
が
ら
せ
る
と
い
う
の
が
、
妖
怪
談
の
上
乗
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
と

思
う
、
彼
の
徒
ら
に
筆
を
廻
し
て
、
く
ど
く
ど
し
く
書
き
立
て
る
の
は
、

全
然
田
舎
式
と
い
う
の
で
あ
り
ま
す
」（「
第
二
回
「
妖
怪
談
」
募
集
に
就

て
」、
明
治
43
・
10
・
31
、
九
州
日
報
）。
あ
た
か
も
現
代
の
実
話
怪
談
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
文
体
の
教
授
で
あ
る
。
怪
談
を
書
く
に
あ
た
っ
て
の
構

成
や
文
体
へ
の
意
識
を
喚
起
さ
せ
る
こ
の
説
明
は
、
あ
ら
た
め
て
実
話
怪

談
も
「
物
語
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
読
者
へ
の
作
品
募
集
は
、
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
と
ど
ま
ら
ず
他

メ
デ
ィ
ア
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
問
題
も
生
じ
る
。
例
え
ば
、

盗
作
で
あ
る
。
第
二
回
当
選
作
の
う
ち
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
「
本
年
九

月
七
日
発
行
の
「
大
阪
化
粧
品
商
報
」
第
二
百
二
十
九
号
に
懸
賞
募
集
当

選
と
し
て
掲
載
せ
ら
れ
た
る
妖
怪
談
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を
其
儘
に
書
き

抜
き
本
社
の
募
集
に
応
じ
た
も
の
と
判
明
す
故
に
選
者
は
之
を
公
徳
に
訴

え
規
定
の
賞
金
を
贈
呈
せ
ざ
る
事
と
せ
り
」（
明
治
43
・
11
・
13
、
九
州
日

報
）。
た
だ
し
こ
の
報
道
は
、
盗
作
が
成
立
す
る
ぐ
ら
い
怪
談
を
掲
載
す
る

活
字
媒
体
が
増
加
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。
怪
談
業
界
は
、
大

い
に
活
性
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

明
治
後
期
の
新
聞
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
連
載
怪
談
は
、
雑
誌
で
の
特
集

や
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
怪
談
会
と
リ
ン
ク
し
つ
つ
、
読
者
を
も
巻
き
込

ん
で
新
た
な
「
怪
談
」
の
言
説
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
新
公
論
」

妖
怪
特
集
号
（
26
年
04
号
、
明
治
44
・
04
）
は
、
新
聞
連
載
の
好
評
が
雑

誌
の
誌
面
構
成
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
同
特
集
に
お
け
る「
怪

談
妖
話
」
の
前
半
は
実
話
怪
談
的
な
色
彩
が
強
く
、
後
半
は
「
諸
国
化
物

談
」「
地
方
怪
談
」
と
タ
イ
ト
ル
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ー
カ
ル

性
を
強
調
す
る
。
末
尾
に
「（
此
外
集
つ
ま
っ
た
三
十
二
篇
の
地
方
怪
談
紙

数
の
都
合
で
割
愛
）」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
話
は
一
般
公
募
で
収
集
さ

れ
た
の
だ
ろ
う
。
新
聞
に
連
載
さ
れ
た
怪
談
に
見
ら
れ
る
実
話
性
、
地
方

性
（
伝
承
、
伝
説
へ
の
関
心
を
含
む
）
と
い
っ
た
特
徴
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
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で
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
怪
談
百
物
語
」（「
新
小
説
」、
明
治
44
・
12
）
で
は
、
奥
付
に

「
投
稿
及
写
真
募
集　

各
地
に
於
る
隠
れ
た
る
史
蹟
、
伝
説
、
神
話
、
怪
談

の
類
、
名
物
及
名
勝
に
就
て
の
興
味
あ
る
記
事
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
写
真

を
募
集
す
、
選
択
の
上
誌
上
に
掲
載
せ
る
も
の
に
は
相
当
の
報
酬
を
呈
す

べ
し
／
右
、
原
稿
は
十
行
二
十
字
詰
傍
訓
付
、
書
体
明
楷
、
新
小
説
編
輯

局
宛
、
投
稿
者
の
宿
所
氏
名
を
明
記
す
べ
し
／
寄
送
者
に
如
何
な
る
事
情

あ
り
と
も
一
度
領
収
し
た
る
原
稿
は
返
却
せ
ず
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、

「
新
公
論
」
妖
怪
特
集
号
に
も
通
じ
る
「
地
方
の
再
発
見
」
と
い
う
眼
差
し

が
感
知
で
き
る
だ
ろ
う
。

に
わ
か
に
急
成
長
し
た
怪
異
を
め
ぐ
る
言
説
空
間
は
、
大
正
期
に
は
よ

り
密
接
に
文
学
場
と
結
び
つ
き
、
多
様
な
幻
想
文
学
を
生
み
出
す
母
胎
の

ひ
と
つ
と
な
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
） 

湯
本
豪
一
編
『
明
治
期
怪
異
妖
怪
記
事
資
料
集
成
』（
平
成
21
・
01
、

国
書
刊
行
会
）
参
照
。
な
お
、
以
下
の
新
聞
記
事
の
引
用
は
基
本
的

に
同
書
に
拠
り
、
適
宜
現
代
語
表
記
に
改
め
た
。

（
2
） 

明
治
期
の
怪
談
の
位
相
に
つ
い
て
は
、
一
柳
「
怪
談
の
近
代
」（
平

成
26
・
07
、「
文
学
」）
参
照
。

（
3
） 

ジ
ェ
ー
ム
ズ
と
心
霊
研
究
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
オ
ッ
ペ
ン

ハ
イ
ム
著
、
和
田
芳
久
訳
『
英
国
心
霊
主
義
の
抬
頭　

ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
・
エ
ド
ワ
ー
ド
朝
時
代
の
社
会
精
神
史
』（
平
成
04
・
01
、
工

作
舎
）、
伊
藤
邦
武
『
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
多
元
的
宇
宙
論
』（
平
成
21
・

02
、
岩
波
書
店
）
な
ど
参
照
。

（
4
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
柳
『〈
こ
っ
く
り
さ
ん
〉
と
〈
千
里
眼
〉　

日
本
近
代
と
心
霊
学
』（
平
成
06
・
08
、
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）、
同

『
催
眠
術
の
日
本
近
代
』（
平
成
09
・
11
、
青
弓
社
）
な
ど
で
論
じ
た
。

（
5
） 

同
書
の
復
刻
と
し
て
は
、
一
柳
・
近
藤
瑞
木
編
『
幕
末
明
治
百
物
語
』

（
平
成
21
・
07
、
国
書
刊
行
会
）
が
あ
る
。

（
6
） 

詳
し
く
は
、
一
柳
「
幽
霊
は
逆
襲
す
る
│
『
百
物
語
』
に
お
け
る

「
神
経
」
と
幽
霊
」（『
幕
末
明
治
百
物
語
』
所
収
）
参
照
。

（
7
） 

ス
ミ
ス
と
怪
談
に
つ
い
て
は
、
荒
俣
宏
監
修
『
ゴ
ー
ド
ン
・
ス
ミ
ス

の
日
本
怪
談
集
』（
平
成
13
・
08
、
角
川
書
店
）
参
照
。

（
8
） 『「
故
郷
」
と
い
う
物
語　

都
市
空
間
の
歴
史
学
』、
平
成
10
・
07
、

吉
川
弘
文
館
。

（
9
） 

千
里
眼
事
件
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
紹
介
と
し
て
は
、
寺
沢
龍
『
透

視
も
念
写
も
事
実
で
あ
る　

福
来
友
吉
と
千
里
眼
事
件
』（
平
成

16
・
01
、
草
思
社
）
な
ど
が
あ
る
。

（
10
） 『
鉄
道
と
旅
す
る
身
体
の
近
代　

民
謡
・
伝
説
か
ら
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
へ
』、
平
成
23
・
10
、
青
弓
社
。

（
11
） 
例
え
ば
東
『
百
物
語
の
怪
談
史
』（
平
成
19
・
07
、
角
川
文
庫
）、
同

『
遠
野
物
語
と
怪
談
の
時
代
』（
平
成
22
・
08
、
角
川
選
書
）
な
ど
。
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